
授業計画

１回：ガイダンス
２回：アグリビジネスの概念と構造
３回：国民経済におけるアグリビジネス産業
４回： アグリビジネスの経営システム
５回： アグリビジネスのリスクマネジメント戦略
６回：アグリビジネスをめぐる経営環境の変化
７回：食品産業：食品製造業と食品サービス業の分析
８回：フードシステムの考察
９回：農業資材産業の動向と課題
10回：農産物加工産業の現況
11回：農産物流通産業の現況
12回：農業サービス産業の経営実態
13回：アメリカのアグリビジネス産業
14回：アグリビジネスの課題と今後の発展方向
15回：まとめ

2/3以上の出席を基本にし，レポートの作成で評価する．評価方法

特に定めず，講義毎に資料を配付する．テキスト

授業の到達目標 まずはアグリビジネスに関する基礎理論（原理と分析手法）を熟知してもらう．この上，アグリビジネス産業の現況
(実態)を理解し，各産業を経済的な手法を用いて分析できるようにする．

授業概要

　国民経済の多様化趨勢にしたがい農業という産業も，生産機能よりは加工，流通などの農業関連部門の成
長が顕著になっている．農業生産部門が，国民経済で占める比重は持続的に減少してきたが，アグリビジネス産
業，すなわち，農業資材産業，農産物加工産業と流通産業，そして農業サービス産業などの比重は持続的に
増加しつつある．
　以上をふまえ，本講義ではアグリビジネス産業を経済，経営的な手法を用いて分析を行う．
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